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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための方法であって、
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出することと、
　前記ＵＥが第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）ＰＬＭＮとの接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）であるかアイドルモー
ド不連続受信（ＤＲＸ）であるかどうかを判定することと、ここで、前記ＣＤＲＸは、前
記ＵＥがフィジカルダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介した基地局からの送信
を受信するように設定されている間に接続モードに対応する、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されていると判定することと、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記アイドルモードＤＲＸであると判定
したとき、前記ＵＥにより前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うことと、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであると判定したときに、
　　ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間
よりも長いかまたは等しいかどうかを判定することと、
　　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも
長いかまたは等しいと判定したとき、前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸの
間に、前記ＵＥにより前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うことと、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記最小限の時間より
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も短いと判定したとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを
一時停止することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると判定したとき、前記ＵＥが前記マニュアルＢＰＬＭＮ
サーチ用に設定されているかオートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかを判
定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであり、前記オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されて
いると判定したとき、前記次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチ
を一時停止する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記最小限の時間より
も長いかまたは等しいかどうかを判定することは、前記ＣＤＲＸの期間が６４０ミリ秒よ
りも長いかまたは等しいかどうかを判定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための装置であって、
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出するよう設定されたＢ
ＰＬＭＮサーチトリガ検出器と、
　前記ＵＥが第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）ＰＬＭＮとの接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）であるか、アイドルモ
ード不連続受信（ＤＲＸ）であるかどうかを判定するように設定されたＤＲＸモード判定
器と、ここで、前記ＣＤＲＸは、前記ＵＥがフィジカルダウンリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）を介した基地局からの送信を受信するように設定されている間に接続モードに対
応する、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されていると判定するよう設定された
サーチモード判定器と、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記アイドルモードＤＲＸであると前記
ＤＲＸモード判定器が判定したとき、前記ＵＥにより前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを
行うように設定されたＢＰＬＭＮサーチャと、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであると前記ＤＲＸモード
判定器が判定したとき、ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに
必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定するよう設定されたＣＤＲ
Ｘモード期間およびサーチ期間比較器と
　を備え、前記ＢＰＬＭＮサーチャは、
　　前記ＣＤＲＸモード期間およびサーチ期間比較器が、前記ＣＤＲＸの期間が、前記Ｂ
ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいと判定した
とき、前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニ
ュアルＢＰＬＭＮサーチを行い、
　　前記ＣＤＲＸモード期間およびサーチ期間比較器が、前記ＣＤＲＸの期間が、前記Ｂ
ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記最小限の時間よりも短いと判定したとき、次のアイ
ドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止する
　ようさらに設定された、装置。
【請求項６】
　前記ＤＲＸモード判定器が、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると判定したとき、前記サー
チモード判定器は、前記ＵＥが前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかオ
ートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかを判定するようさらに設定されてい
る、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
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　前記ＤＲＸモード判定器が、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると判定し、前記サーチモー
ド判定器が、前記ＵＥが前記オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されていると判定
したとき、前記ＢＰＬＭＮサーチャは、前記次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記
ＢＰＬＭＮサーチを一時停止するよう設定されている、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記ＣＤＲＸモード期間およびサーチ期間比較器は、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒より
も長いかまたは等しいかどうかを少なくとも部分的に判定することによって、前記ＣＤＲ
Ｘの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記最小限の時間よりも長いかまた
は等しいと判定する、請求項５に記載の装置。
【請求項９】
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための装置であって、
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出するための手段と、
　前記ＵＥが第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）ＰＬＭＮとの接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）であるかアイドルモー
ド不連続受信（ＤＲＸ）であるかどうかを判定するための手段と、ここで、前記ＣＤＲＸ
は、前記ＵＥがフィジカルダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介した基地局から
の送信を受信するように設定されている間に接続モードに対応する、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定するための
手段と、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記手段が、前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　
ＰＬＭＮとの前記アイドルモードＤＲＸであると判定したとき、前記ＵＥにより前記マニ
ュアルＢＰＬＭＮサーチを行うための手段と、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記手段が、前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　
ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであると判定したとき、ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢ
ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定
するための手段と、
　前記ＣＤＲＸの期間が前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定する
ための前記手段が、前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記
最小限の時間よりも長いかまたは等しいと判定したとき、前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮ
との前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うための
手段と、
　前記ＣＤＲＸの期間が前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定する
ための前記手段が、前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前記
最小限の時間よりも短いと判定したとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記Ｂ
ＰＬＭＮサーチを一時停止するための手段と
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記手段が、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると
判定したとき、前記ＵＥが前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかオート
マチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかを判定するための手段をさらに備える、
請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記手段が、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると
判定し、前記ＵＥが前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているか前記オートマ
チックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定するための前記手段が、前記
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ＵＥが前記オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されていると判定したとき、前記次
のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止するための手段を
さらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定す
るための手段は、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長いかまたは等しいかどうかを判定
する、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出するためのコードと、
　前記ＵＥが第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ）ＰＬＭＮとの接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）であるかアイドルモー
ド不連続受信（ＤＲＸ）であるかどうかを判定するためのコードと、ここで、前記ＣＤＲ
Ｘは、前記ＵＥがフィジカルダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を介した基地局か
らの送信を受信するように設定されている間に接続モードに対応する、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定するための
コードと、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記コードが、前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ
　ＰＬＭＮとの前記アイドルモードＤＲＸであると判定したとき、前記ＵＥにより前記マ
ニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うためのコードと、
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記コードが、前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ
　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであると判定したとき、ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアル
ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判
定するためのコードと、
　前記ＣＤＲＸの期間が前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定する
ための前記コードが、前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前
記最小限の時間よりも長いかまたは等しいと判定したとき、前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭ
Ｎとの前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うため
のコードと、
　前記ＣＤＲＸの期間が前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定する
ための前記コードが、前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な前
記最小限の時間よりも短いと判定したとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記
ＢＰＬＭＮサーチを一時停止するためのコードと
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記ＵＥが前記３ＧＰＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモー
ドＤＲＸであるかどうかを判定するための前記コードが、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸである
と判定したとき、前記ＵＥが前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかオー
トマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかを判定するためのコードをさらに含む
、請求項１３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているとき、前記ＵＥが前記３ＧＰ
ＰＬＴＥ　ＰＬＭＮとの前記ＣＤＲＸであるか前記アイドルモードＤＲＸであるかどうか
を判定するための前記コードが、前記ＵＥが前記ＣＤＲＸであると判定し、前記ＵＥが前
記マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているか前記オートマチックＢＰＬＭＮサー
チ用に設定されているかどうかを判定するための前記コードが、前記ＵＥが前記オートマ
チックＢＰＬＭＮサーチ用に設定されていると判定したとき、少なくとも１つのコンピュ
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ータに前記次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止させ
るためのコードをさらに含む、請求項１４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１６】
　前記ＣＤＲＸの期間が前記最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定する
ためのコードは、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長いかまたは等しいかどうかを判定
する、請求項１３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示の態様は、一般に無線通信システムに関し、より具体的には、接続モード
不連続受信（connected mode discontinuous reception: ＣＤＲＸ）　の間により望まし
いＰＬＭＮサーチを行うための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）は、モバイル通信サービス
を提供する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の一つである。ＰＬＭＮは、一般的に、
利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅および送信電力）を共用することによって
、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多重アクセスシステムである。複数
のＰＬＭＮは、同一の地理的領域において異なるオペレータにより動作されうる。これら
のＰＬＭＮは、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）および通信標準、たとえば、符号分割
多重アクセス（ＣＤＭＡ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス
（ＦＤＭＡ）、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、グローバルシステム
フォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））、ユニバーサルテレストリ
アルラジオアクセス（ＵＴＲＡ）などを用いることがありうる。
【０００３】
　[0003]多くの場合重複するサービスエリアを持つ多種多様のＰＬＭＮに起因して、複数
のＲＡＴをサポートすることができる多重モードのユーザ装置（ＵＥ）の需要が大いに高
まってきている。これらの多重モードＵＥは、複数のＲＡＴとの通信のため一つまたは複
数の無線機を持ちうる。動作の間、多重モードＵＥは、一般的に、利用可能なＰＬＭＮを
サーチし、それらの一つに登録する。そして、ＵＥは、サービングＰＬＭＮとして同一の
または異なるＲＡＴを使用しうる、より望ましいＰＬＭＮ（ＢＰＬＭＮ）を定期的にサー
チしうる。もしも、より望ましいＰＬＭＮが見つかれば、ＵＥは、その新たなＰＬＭＮへ
ハンドオーバしうる。しかしながら、ネットワークの違いが原因で、ＢＰＬＭＳサーチお
よび技術間ハンドオーバを行うことは、資源を消費する処理となっている。したがって、
より望ましいＰＬＭＮのサーチおよび技術間ハンドオーバ処理を改善する必要がある。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]以下に、接続モードＤＲＸの間にＢＰＬＭＮを行うための方法、装置およびコン
ピュータプログラムの一つまたは複数の態様の簡略化した概要をその態様の基本的な理解
を提供するために述べる。この概要は、企図されるすべての態様の広範な概観ではなく、
また、すべての態様の主要または重要な要素を特定するようにも、任意またはすべての態
様の範囲を定めるようにも意図されない。その唯一の目的は、後に示されるより詳細な説
明への前置きとして、簡略化された形式で１つまたは複数の態様のいくつかの概念を示す
ことである。
【０００５】
　[0005]一つの態様において、接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間にユーザ装置（Ｕ
Ｅ）によりＢＰＬＭＮサーチを行うための方法の一例は、ＣＤＲＸの間に、ＵＥにより、
ＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出することを含む。その方法は、さらに、
ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定することを含む。
その方法は、さらに、ＣＤＲＸの期間が、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な
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最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定することを含む。その方法は、さ
らに、ＣＤＲＸの期間が、ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかま
たは等しいと判定されたとき、ＣＤＲＸの間に、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うこと
を含む。 
　[0006]別の態様において、接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間にＵＥによりＢＰＬ
ＭＮサーチを行うための装置は、ＣＤＲＸの間に、ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始す
るためのトリガを検出するよう設定されたＢＰＬＭＮサーチトリガ検出器を含む。その装
置は、さらに、ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定す
るよう設定されたサーチモード判定器を含む。その装置は、さらに、ＣＤＲＸの期間が、
マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいか
どうかを判定するよう設定されたＣＤＲＸモード期間およびサーチ期間比較器を含む。そ
の装置は、さらに、ＣＤＲＸの期間が、ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間
よりも長いかまたは等しいと判断されたとき、ＣＤＲＸの間に、ＵＥによりマニュアルＢ
ＰＬＭＮサーチを行うよう設定されたＢＰＬＭＮサーチャを含む。 
　[0007]別の態様において、接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間にＢＰＬＭＮサーチ
を行うための装置は、ＣＤＲＸの間に、ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのト
リガを検出するための手段を含む。その装置は、さらに、ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサ
ーチ用に設定されているかどうかを判定する手段を含む。その装置は、さらに、ＣＤＲＸ
の期間が、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまた
は等しいかどうかを判定する手段を含む。その装置は、さらに、ＣＤＲＸの期間が、ＢＰ
ＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいと判定されたとき
、ＣＤＲＸの間に、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うための手段を含む。 
　[0008]別の態様において、接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間にＵＥによりＢＰＬ
ＭＮサーチを行うためのコンピュータプログラム製品は、少なくとも一つのコンピュータ
に、ＣＤＲＸの間に、ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出させる
ためのコードを含むコンピュータ可読媒体を含む。その製品は、さらに、ＵＥがマニュア
ルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを少なくとも一つのコンピュータに判定
させるためのコードを含む。その製品は、さらに、ＣＤＲＸの期間が、マニュアルＢＰＬ
ＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを少なくと
も一つのコンピュータに判定させるためのコードを含む。その製品は、さらに、ＣＤＲＸ
の期間が、ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいと
判定されたとき、少なくとも一つのコンピュータに、ＣＤＲＸの間に、マニュアルＢＰＬ
ＭＮサーチを行わせるためのコードを含む。 
　[0009]前述した目的および関連する目的を達成するために、前記１つまたは複数の態様
は、以下に十分に説明され、かつ特許請求の範囲において具体的に示される特徴を備える
。以下の説明および添付図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細
に記載する。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が用いられうる様々な方
法のうちのほんの少数を示し、本説明は、すべてのこのような態様およびそれらの同等物
を含むように意図される。
【０００６】
　[0010]これら開示される態様は、開示される態様を限定するためでなく、例示するため
に提供される添付図面と併せて以下に説明され、ここで、同様の表記は同様の要素を示す
。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ここに記載した様々なシステムおよび方法と合わせて使用することができる無線
通信システムの一例のブロック図である。
【図２】ＢＰＬＭＮサーチコントローラの態様の一例のブロック図である。
【図３】ＢＰＬＭＮサーチを行うための方法の一例のフローチャートである。
【図４】ＢＰＬＭＮサーチを行うための電気システムの一例のブロック図である。
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【図５】ＢＰＬＭＮサーチを行うための処理システムを使用した装置のハードウェア実装
の一例のブロック図である。
【図６】ここに記載した様々なシステムおよび方法と合わせて使用することができる多重
アクセス無線通信システムのブロック図である。
【図７】ここに記載した様々なシステムおよび方法と合わせて使用することができる通信
システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
詳細な説明
　[0018]様々な態様が、ここで図面を参照して説明される。以下の記述において、説明を
目的として、１つまたは複数の態様の全体的な理解を提供するために多くの具体的な詳細
が示される。しかしながら、このような（複数を含む）態様は、これら具体的な詳細なし
で実現されうることが明らかでありうる。
【０００９】
　[0019]図１は、音声、データおよび他の通信サービスを一つまたは複数のＵＥに提供す
ると共に、インターネットのようなコアパケットデータネットワーク１２０または公衆交
換電話網のようなコア回路交換ネットワーク（図示せず）にアクセスする、ＰＬＭＮ１１
０Ａおよび１００Ｂのような異なる複数のパブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬ
ＭＮ）を含む無線通信システム１００の一態様を例示する。ＵＥ１０５は、携帯電話、コ
ードレス電話、セッション初期化プロトコル（ＳＩＰ）電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
無線接続機能を持つ携帯用デバイス、ラップトップコンピュータ、もしくはセルラまたは
無線モデムを持つ他の携帯用処理デバイスを含みうるがこれらに限定されない。ＵＥ１０
５は、また、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、リモート局、リモート端末
、アクセス端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、モバイルデバイスなどのように呼ばれることもある。　
　[0020]一つの態様において、ＰＬＭＮ１１０Ａおよび１１０Ｂは、同一のまたは異なる
ＲＡＴを用いることがあり得、これはＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他の既知のまたは将来の技術を含みうるがこれらに限定されない。たと
えば、ＣＤＭＡ技術は、ユニバーサルテレストリアルラジオアクセス（ＵＴＲＡ）、ＣＤ
ＭＡ２０００および他のネットワークで実現されている。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（
Ｗ‐ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＣＤＭＡ２０００は、１ｘＲＴＴ、ハ
イレートパケットデータ（ＨＲＰＤ）および次世代ＨＲＰＤ（eＨＲＰＤ）技術を含む。
ＴＤＭＡ技術は、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ）で
実現されている。ＯＦＤＭＡ技術は、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ ８０２．２０、フラッシュ
－ＯＦＤＭなどで実現されている。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースであり、これ
は、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを使用する
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、「第３世代パートナシッ
ププロジェクト」（３ＧＰＰ）と名付けられた機関からの文書に説明されている。さらに
、ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナシッププロジェクト２」（３Ｇ
ＰＰ２）と名付けられた機関からの文書に説明されている。さらに、無線アクセスネット
ワークは、不対アンライセンススペクトル（unpaired unlicensed spectrums）、８０２
．ｘｘ無線ＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）および任意の他の短距離または長距
離無線通信技法を多くの場合使用するピアツーピア（たとえば、モバイルツーモバイル）
アドホックネットワークシステムをさらに含み得る。
【００１０】
　[0021]一般に、ＰＬＭＮ１１０Ａのサービスエリア内にある間、モバイルＵＥ１０５は
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、ＰＬＭＮ１１０Ａに登録し、そこからの通信サービスを受信しうる。しかし、ＵＥ１０
５がサービングＰＬＭＮ１１０Ａのサービスエリアから出て、ＰＬＭＮ１１０Ｂのサービ
スエリア内に移動すると、ＵＥ１０５は、ＰＬＭＮ１１０Ｂにハンドオーバしうる。その
ためには、ＰＬＭＮ１１０Ａに接続している間、ＵＥ１０５は、たとえば、他のＰＬＭＮ
（たとえばＰＬＭＮ１１０Ｂ）のパイロットチャンネル（ＰＣＨ）をモニタするよう調整
し、そしてＵＥ１０５が現在登録しているサービングＰＬＭＮ１１０Ａの信号強度と受信
したパイロット信号のパワーレベルとを比較することにより、より望ましいＰＬＭＮを定
期的にサーチしうる。一般に、もしＰＬＭＮ１１０Ｂのパイロット信号強度が、サービン
グＰＬＭＮ１１０Ａの信号強度を超え始めたら、ＵＥ１０５はＰＬＭＮ１１０Ｂにハンド
オーバしうる。一般に、ＵＥ１０５は、同一のまたは異なるＲＡＴのより望ましいＰＬＭ
Ｎをサーチしうる。
【００１１】
　[0022]異なるＲＡＴは、より望ましいＰＬＭＮサーチのために異なるメカニズムを提供
する。たとえば、３ＧＰＰＬＴＥシステムは、より望ましいＰＬＭＮ選択のために二つの
モードを提供する。（i）オートマチックモードにおいて、ＵＥは、優先順位をつけたＰ
ＬＭＮのリストを利用して、ハンドオーバのための優先順位が最も高いＰＬＭＮを選択す
る。オートマチックＢＰＬＭＮサーチは、通常は、ＵＥが限定されたサービスまたはロー
ミングＰＬＭＮにあるとき行われうる。（ii）マニュアルモードにおいて、ＵＥは、どの
ＰＬＭＮが利用可能かをユーザに示し、ユーザがより望ましいＰＬＭＮを手動で選択する
ことを可能にする。一般に、ＢＰＬＭＮサーチに割り当てられる時間（通例ガードタイマ
ーと称する）は、１５０秒である。ＬＴＥ無線リソースコントロール（ＲＲＣ）プロトコ
ルは、ＢＰＬＭＮサーチの起動を制御するために用いられうる。(3GPP TS 23.122 V8.2.0
を参照)。　
　[0023]３ＧＰＰＬＴＥシステムを含む多くの種類のＰＬＭＮは、ダウンリンク（ＤＬ）
チャンネルの動作の不連続受信（ＤＲＸ）モードをサポートする。ＤＲＸモードで動作し
ているＵＥは、接続モード（またはＯＮ状態）と通常称される所定の期間の間、フィジカ
ルダウンリンクコントロールチャンネル（ＰＤＣＣＨ）において基地局（たとえばノード
Ｂ）からの送信を受信するよう設定され、ＰＤＣＣＨチャンネルのダウンリンク送信が予
定されていない、アイドルモード（またはＯＦＦ状態）と通常称される所定の非活動期間
の間、ＵＥのバッテリパワーを節約するために受信機をオフにするよう設定されている。
ＵＥは、事前設定されたタイマーの時間切れに基づき暗黙的に、または、たとえば、サー
ビングＰＬＭＮからのＲＲＣプロトコルＤＲＸコマンドの受信に基づき明示的に、二つの
ＤＲＸモードの間を移行することができる。　
　[0024]一般に、ＵＥによるより望ましいＰＬＭＮのサーチは、ＵＥがサービングＰＬＭ
Ｎからのいかなる送信をも逃さないようなやり方で行われる。したがって、ＢＰＬＭＮサ
ーチのタイミングは、ＤＲＸモードに本質的にリンクし、ＲＲＣＤＲＸプロトコルコマン
ド（トリガ）により直接コントロールされうる。たとえば、ＵＥは、一般に、ＲＲＣがア
イドルモードＤＲＸで動いた時のみ、ＢＰＬＭＮサーチを開始する。マニュアルＰＬＭＮ
サーチは、通常は、ＲＲＣが接続モードＤＲＣに移るとすぐに一時停止され、ガードタイ
マーが切れていなければ、ＲＲＣがアイドルモードＤＲＸに戻るとすぐに再開される。し
かし、ＵＥは、多くの場合、eメールクライアントのような、バックグラウンドで動作し
ている少なくとも一つのアプリケーションを有していることがあり、このことは、ＵＥを
接続モードＤＲＸに維持し、またこのことは、マニュアルＢＰＬＭＮサーチの完了を難し
くしている。　
　[0025]一つの態様において、この問題を解消するため、ＵＥ１０５は、接続モードＤＲ
Ｘ（ＣＤＲＸ）において、マニュアルＰＬＭＮサーチを実行／完了するよう設定されうる
。たとえば、ＵＥ１０５は、ＢＰＬＭＮサーチを開始するためのＲＲＣトリガを検出しう
る。ＵＥ１０５は、それから、ＤＲＸ接続モードで動作しているかまたはアイドルモード
で動作しているかを判定しうる。もし、ＵＥ１０５がアイドルモードである場合、ＵＥ１
０５は、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行いうる。もし、ＵＥ１０５が、すべてのＢＰＬ
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ＭＮサーチを一時停止しているのではなく、ＣＤＲＸである場合、ＵＥ１０５は、長期Ｃ
ＤＲＸ期間がＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間（たとえば６４０ミリ秒）
より長いかまたは等しいかどうかを判定しうる。ＣＤＲＸの期間がＢＰＬＭＮサーチを行
うのに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいと判定すると、ＵＥ１０５は、接続
モードＤＲＸの間、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行いうる。これらの最適化の結果、Ｕ
Ｅの予定外の時間が、ユーザの要求を満たすようより効果的に利用され、何かのバックグ
ラウンドアプリケーションがＵＥ１０５を接続モードＤＲＸに維持している場合であって
も、ＵＥ１０５は、より望ましいＰＬＭＮ（たとえばＰＬＭＮ１１０Ｂ）をサーチするこ
とができる。
【００１２】
　[0026]図２は、ここに開示される態様にしたがうＢＰＬＭＮサーチを行うための、図１
のＵＥ１０５において実現されうるＢＰＬＭＮサーチコントローラの態様の一例を示す。
図示のように、ＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００は、ＢＰＬＭＮサーチトリガ検出器
２１０、ＤＲＸモード判定器２２０、サーチモード判定器２３０、ＣＤＲＸモード期間お
よびサーチ期間比較器２４０、およびＢＰＬＭＮサーチャ２５０を含む。一つの態様にお
いて、ＢＰＬＭＮサーチトリガ検出器２１０は、ＢＰＬＭＮサーチを行うためのトリガを
検出するよう設定されている。ＢＰＬＭＮサーチトリガの例は、ＵＥ１０５が電源投入後
に最初のＰＬＭＮ選択を行うこと、ＵＥ１０５が異なるＲＡＴを持つ新たなＰＬＭＮに移
動してＰＬＭＮを提供すること、ＵＥ１０５がサービングＰＬＭＮとの接続を解放するこ
と、ＵＥ１０５がＢＰＬＭＮサーチを行うためにＲＲＣ要求をサービングＰＬＭＮから受
けることなどを含むがこれらに限定されない。ＤＲＸモード判定器２２０は、ＵＥ１０５
がＤＲＸ接続モードで動作しているかまたはアイドルモードで動作しているかを判定する
よう設定されている。たとえば、ＤＲＸモード判定器２２０は、ＬＴＥＲＲＣ状態パラメ
ータをチェックして、ＵＥ１０５の現在のＤＲＸモードとこのモードの期間を判定しうる
。サーチモード判定器２３０は、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うかオートマチックＢ
ＰＬＭＮサーチを行うかを判定するよう設定されている。たとえば、サーチモード判定器
２３０は、ＬＴＥＲＲＣ状態パラメータをチェックして、ＵＥ１０５の特定されたＢＰＬ
ＭＮサーチモードおよびサーチ期間を判定しうる。もし、ＵＥ１０５がアイドルモードＤ
ＲＸである場合、サーチモード判定器２３０は、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うこと
を選択しうる。しかしながら、もし、ＵＥ１０５が接続モードＤＲＸであると判定された
場合、サーチモード判定器２３０は、ＵＥ１０５がマニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うよ
う設定されているかまたはオートマチックＢＰＬＭＮサーチを行うよう設定されているか
をチェックする。もしＵＥ１０５が、オートマチックＢＰＬＭＮサーチを行うよう設定さ
れている場合、サーチモード判定器２３０は、ＣＤＲＸモードのＢＭＰＬＮサーチを一時
停止しうるし、また、ＵＥ１０５が次のＤＲＸサイクルでアイドルモードに戻るとすぐに
それを再開しうる。もし、サーチモード判定器２３０が、ＵＥ１０５がマニュアルＢＰＬ
ＭＮサーチを行うよう設定されていることを確認すると、ＣＤＲＸモード期間およびサー
チ期間比較器２４０が起動されて、長期ＣＤＲＸ期間がＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要
な最小限の時間より長いかまたは等しい（たとえば６４０ミリ秒かそれ以上）かどうかを
判定する。もし、ＣＤＲＸ期間が、ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間より短
い場合、ＢＭＰＬＮサーチがＣＤＲＸの残りの部分について一時停止されうるし、またＵ
Ｅ１０５が次のＤＲＸサイクルでアイドルモードに戻るとすぐに再開されうる。しかし、
もし、ＣＤＲＸ期間が、ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間より長いかまたは
等しい場合、ＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００のＢＰＬＭＮサーチャ２５０は、ＣＤ
ＲＸの間マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うよう起動される。ＢＰＬＭＮサーチが完了し
、より望ましいＰＬＭＮが特定されると、ＵＥ１０５は、そのより望ましいＰＬＭＮ（た
とえば、ＰＬＮＭ１０５Ｂ）を再度選択またはハンドオーバする。もし、より望ましいＰ
ＬＭＮが特定されない場合、ＵＥ１０５は、サービングＰＬＭＮに接続したままでありう
る。
【００１３】
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　[0027]図３は、図２のＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００を実現する図１のＵＥ１０
５のようなＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを行うための方法の一例を示す。説明の簡略化の
目的で、前記方法は一連の動作として説明および示されているが、いくつかの動作は、１
つまたは複数の実施形態に従って、ここに説明および示されるものとは異なる順序で、お
よび／または、他の動作と同時に起こりうるので、前記方法は動作の順序によって限定さ
れないことが理解および認識されるべきである。たとえば、方法は、状態図など、一連の
相互に関係する状態またはイベントとして代替的に表現され得ることを諒解されたい。さ
らに、一つまたは複数の実施形態による方法を実施するために、図示のすべての行為が必
要とされるとは限らない。
【００１４】
　[0028]図３において、ステップ３０５で、方法３００は、ＵＥにより、ＢＰＬＭＮサー
チを行うためのトリガを検出することを含む。たとえば、一つの態様において、ＵＥ１０
５は、ＢＰＬＭＮサーチを行うためのトリガを検出するよう設定されたＢＰＬＭＮサーチ
トリガ検出器２１０を有するＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００を含みうる。ステップ
３１０で、方法３００は、ＵＥ１０５が接続モードＤＲＸで動作しているかまたはアイド
ルモードＤＲＸで動作しているかを判定することを含む。たとえば、一つの態様において
、ＵＥ１０５は、ＵＥ１０５が接続モードＤＲＸで動作しているかまたはアイドルモード
ＤＲＸで動作しているかを判定するよう設定されているＤＲＸモード判定器２２０を含む
。もし、ＵＥがアイドルモードＤＲＸである場合、方法３００は、マニュアルＢＰＬＭＮ
サーチを行うことを含むステップ３３０へ進む。たとえば、一つの態様において、ＵＥ１
０５は、ＢＰＬＭＮサーチを行うことができるＢＰＬＭＮサーチャ２５０を含みうる。も
し、ＵＥがＣＤＲＸである場合、方法３００は、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うかま
たはオートマチックＢＰＬＭＮサーチを行うかを判定することを含むステップ３１５へ進
む。たとえば、一つの態様において、ＵＥ１０５は、ＣＤＲＸにおいて、マニュアルＢＰ
ＬＭＮサーチを行うかまたはオートマチックＢＰＬＭＮサーチを行うかを判定するよう設
定されているサーチモード判定器２３０を含む。もし、ステップ３１５で、方法３００が
、ＵＥがオートマチックＢＰＬＭＮサーチを行うように設定されていると判定した場合、
方法３００は、ＣＤＲＸの間、ＢＭＰＬＮサーチを一時停止することを含むステップ３２
０へ続き、そして、ステップ３１０で、ＵＥ１０５が次のＤＲＸサイクルでアイドルモー
ドに戻るとすぐにそれを再開する。たとえば、一つの態様において、ＵＥ１０５は、この
機能を行うサーチモード判定器２３０を含む。もし、ステップ３１５で、方法３００が、
ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うように設定されていると判定した場合、方法は
、ステップ３２５へと続き、このステップは長期ＣＤＲＸ期間とＢＰＬＭＮサーチを行う
のに必要な最小限の時間とを比較し、長期ＣＤＲＸがＢＰＬＭＮサーチ期間よりも長いか
または等しいかどうかを判定することを含む。たとえば、一つの態様において、ＵＥ１０
５は、この比較を行うためのＣＤＲＸモード期間サーチ期間判定器２４０を含む。もし、
ステップ３２５で、方法３００が、ＣＤＲＸ期間が、ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最
小限の時間より短いと判定した場合、方法３００は、ＢＭＰＬＮサーチをＣＤＲＸの残り
の部分について一時停止し、またＵＥ１０５が次のＤＲＸサイクルでアイドルモードに戻
るとすぐに再開することを含むステップ３２０へと続く。しかし、もし、ＣＤＲＸ期間が
、ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間より長いかまたは等しい場合、ＢＰＬＭ
Ｎサーチャ２５０は、ＣＤＲＸの間マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うよう起動される。
　[0029]図４は、ＢＰＬＭＮサーチを行うためのシステム４００の例を示す。例えば、シ
ステム４００は、図１のＵＥ１０５のようなＵＥの内部に少なくとも部分的に存在しうる
。システム４００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはこれらの組み合わせ（たとえば
、ファームウェア）によって実現される図２のＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００の機
能を表すものであることが可能な機能ブロックを含むものとして表されていることを認識
されたい。システム４００は、連携して動作しうる電気コンポーネントの論理グループ４
０２を含む。たとえば、論理グループ４２０は、ＢＰＬＭＮサーチトリガを検出するため
の電気コンポーネント４０３を含むことができる。さらに、論理グループ４０２は、ＵＥ
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のＤＲＸモードを判定するための電気コンポーネント４０４を含むことができる。さらに
、論理グループ４０２は、ＢＰＬＭＮサーチモードを判定するための電気コンポーネント
４０５を含むことができる。さらに、論理グループ４０２は、ＣＤＲＸモード期間とＢＭ
ＰＬＭＮサーチ期間とを比較するための電気コンポーネント４０６を含むことができる。
さらに、論理グループ４０２は、マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うための電気コンポー
ネント４０７を含むことができる。加えて、システム４００は、電気コンポーネント４０
３－４０７に関連する機能を実行するための命令を保持し、電気コンポーネント４０３－
４０７などによって使用または取得されたデータを記憶する、メモリ４０８を含むことが
できる。メモリ４０８の外部にあるものとして示されているが、電気コンポーネント４０
３－４０７のうちの１つまたは複数は、メモリ４０８の内部に存在することができること
を理解されたい。一つの例では、電気コンポーネント４０３－４０７は、少なくとも１つ
のプロセッサを含みうるか、あるいは、各電気コンポーネント４０３－４０７は、少なく
とも１つのプロセッサの対応するモジュールでありうる。さらに、追加または代替例では
、電気コンポーネント４０３-４０７は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプロ
グラム製品であることができ、各電気コンポーネント４０３－４０７は、対応するコード
であることができる。
【００１５】
　[0030]図5は、装置５００のハードウェア実装の一例を示すブロック図で、装置５００
は、図２および３を参照してここに説明されるＢＰＬＭＮサーチを行うための装置および
方法を実行するよう設定されうる処理システム５１４を採用した、図１のＵＥ１０５であ
りうる。この例において、処理システム５１４は、バス５０２により通常表されるバスア
ーキテクチャで実現されうる。バス５０２は、処理システム５１４の特定アプリケーショ
ン並びに全体的な設計制約に応じて任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含みうる。
バス５０２は、一般にプロセッサ５０４により代表される一つまたは複数のプロセッサと
、一般にコンピュータ可読媒体５０６により代表されるコンピュータ可読媒体と、図２の
ＢＰＬＭＮサーチコントローラ２００または図４のシステム４００のようなＢＰＬＭＮサ
ーチコントローラ５０５とを含む様々な回路を結合する。バス５０２は、さらに、当技術
分野において周知であって、このためさらに詳述されないタイミングソース、周辺機器、
電圧レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回路を結合しうる。バスイン
ターフェース５０８は、バス５０２とトランシーバ５１０との間のインターフェースを提
供する。トランシーバ５１０は、伝送媒体を通して他の様々な装置と通信するための手段
を提供する。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース５１２（例えば、キーバッド
、ディスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、ジョイスティック）も提供されうる。プロ
セッサ５０４は、バス５０２と、図３の方法３００を行うための命令の例を含むコンピュ
ータ可読媒体５０６に記憶されたソフトウェアを実行することを含む一般的な処理とを管
理することを担っている。このソフトウェアは、プロセッサ５０４によって実行されると
きに、処理システム５１４に、以下に説明する様々な機能を任意の特定の装置に対して行
わせる。また、コンピュータ可読媒体５０６は、ソフトウェアを実行するときにプロセッ
サ５０４によって処理される(manipulated)データを格納するためにも使用されうる。 
[0031]　図6は、多重アクセス無線通信システムの一例のブロック図である。一つの態様
において、無線通信システムのコンポーネントは、図１のシステムのコンポーネントに対
応する。アクセスポイント６００（ＡＰ）は複数のアンテナグループを含み、あるアンテ
ナグループは６０４と６０６とを含み、別のアンテナグループは６０８と６１０とを含み
、追加のアンテナグループ６１２と６１４とを含む。一つの態様において、ＡＰ６００は
、図１のＰＬＭＮ１１０Ａのような、ＰＬＭＮに関連する。図６では、アンテナグループ
ごとに２つのアンテナのみが示されているが、アンテナグループごとにより多いまたはよ
り少ないアンテナが利用され得る。アクセス端末６１６（ＡＴ）はアンテナ６１２および
６１４と通信しており、アンテナ６１２および６１４は、順方向リンク６２０上でアクセ
ス端末６１６に情報を送信し、逆方向リンク６１８上でアクセス端末６１６から情報を受
信する。一つの態様において、ＡＴ６１６は、図１のＵＥ１０５でありうる。アクセス端



(12) JP 6009715 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

末６２２はアンテナ６０４および６０６と通信しており、アンテナ６０４および６０６は
、順方向リンク６２６上でアクセス端末６２２に情報を送信し、逆方向リンク６２４上で
アクセス端末６２２から情報を受信する。ＦＤＤシステムでは、通信リンク６１８、６２
０、６２４および６２６は、通信のための異なる周波数を使用することができる。たとえ
ば、順方向リンク６２０は、逆方向リンク６１８によって使用される周波数とは異なる周
波数を使用することができる。
【００１６】
　[0032]アンテナの各グループ、および／またはアンテナが通信するように設計されたエ
リアは、しばしば、アクセスポイントのセクタと称される。本実施形態では、アンテナグ
ループはそれぞれ、ＡＰ６００によってカバーされるエリアのセクタ中でアクセス端末に
通信するように設計されている。順方向リンク６２０および６２６上の通信では、ＡＰ６
００の送信アンテナは、異なるＡＴ６１６および６２２に対して順方向リンクの信号対雑
音比を改善するためにビームフォーミングを利用する。また、アクセスポイントが、ビー
ムフォーミングを使用して、それのカバレージ中にランダムに分散されたアクセス端末に
送信するほうが、アクセスポイントが単一のアンテナを介してすべてのそれのアクセス端
末に送信するよりも、近隣セル中のアクセス端末への干渉が小さくなる。さらに、ＡＰ６
００は、データセル（たとえば、ＶｏＩＰ、ＶｏＬＴＥまたは他の任意の遅延センシティ
ブアプリケーション）において、ＡＴ６１６および６２２を受け持つことができ、上記の
ように、他のアクセスポイントに対するハンドオーバの間に、通信パラメータを変更する
機能を提供することができる。
【００１７】
　[0033]図７は、ＭＩＭＯシステム７００における、例としての送信機システム７１０（
図６のＡＰ６００に対応しうるアクセスポイントとしても知られる）と受信機システム７
５０（図１のＵＥ１０５または図６のＡＴ６１６に対応しうるアクセスターミナルとして
も知られる）のブロック図である。送信機システム７１０において、いくつかのデータス
トリームのトラフィックデータがデータソース７１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ
７１４に与えられる。さらに、送信機システム７１０および／または受信機システム７５
０は、それらの間の無線通信を促進するために、ここに記載した図１、図２および図４－
６のシステムおよび／または図３の方法を採用することができることを諒解されたい。た
とえば、ここに記載したシステムおよび／または方法のコンポーネントまたは機能は、以
下で説明するメモリ７３２および／または７７２あるいはプロセッサ７３０および／また
は７７０の一部であることができ、ならびに／あるいは開示された機能を実行するために
プロセッサ７３０および／または７７０によって実行されることができる。
【００１８】
　[0034]一つの実施形態において、各データストリームは、それぞれの送信アンテナを介
して送信される。ＴＸデータプロセッサ７１４は、各データストリームのトラフィックデ
ータをそのデータストリーム用に選択された特定のコーディング方式に基づいてフォーマ
ットし、コーディングし、インターリーブして、コード化データを提供する。　
　[0035]各データストリームのためのコード化データは、ＯＦＤＭ技法を使用してパイロ
ットデータと多重化されうる。パイロットデータは、典型的には、既知の方法で処理され
、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて使用されることができる既知の
データパターンである。次に、各データストリームについての多重化されたパイロットお
よびコード化データは、そのデータストリームに対して選択された特定の変調スキーム（
例えば、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、Ｍ－ＰＳＫ，またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調（すなわ
ち、シンボルマッピング）され、変調シンボルを提供する。各データストリームのデータ
レート、コーディング、および変調は、プロセッサ７３０によって実行される命令によっ
て決定されることができる。
【００１９】
　[0036]次いで、すべてのデータストリームの変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
７２０に与えられ、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ７２０はさらに（たとえば、ＯＦＤＭ用に
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）その変調シンボルを処理することができる。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ７２０は、次い
で、ＮＴ個の変調シンボルストリームをＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ）７２２ａ－７２２ｔ
に与える。いくつかの実施形態では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ７２０は、データストリ
ームのシンボルと、シンボルの送信元のアンテナとにビームフォーミング重みを適用する
。
【００２０】
　[0037]各送信機７２２は、それぞれのシンボルストリームを受信および処理して、１つ
または複数のアナログ信号を供給し、これらのアナログ信号をさらに調整（例えば、増幅
、フィルタ処理、およびアップコンバート）して、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に適し
た変調信号を供給する。送信機７２２ａ－７２２ｔからのＮＴ個の変調信号は、次いで、
それぞれＮＴ個のアンテナ７２４ａ－７２４ｔから送信される。
【００２１】
　[0038]受信機システム７５０では、送信された変調信号はＮＲ個のアンテナ７５２ａ－
７５２ｒによって受信され、各アンテナ７５２からの受信信号は、それぞれの受信機（Ｒ
ＣＶＲ）７５４ａ－７５４ｒに与えられる。各受信機７５４は、それぞれの受信された信
号を調整（例えば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、調整された信号
をデジタル化してサンプルを供給し、これらサンプルをさらに処理して、対応する「受信
された」シンボルストリームを提供する。
【００２２】
　[0039]次いで、ＲＸデータプロセッサ７６０が、ＮＲ個の受信機７５４からＮＲ個の受
信シンボルストリームを受信し、特定の受信機処理技法に基づいて処理して、ＮＴ個の「
検出された」シンボルストリームを提供する。次に、ＲＸデータプロセッサ７６０は、各
検出されたシンボルストリームを復調、デインターリーブ、復号し、データストリームに
ついてのトラフィックデータを復元する。ＲＸデータプロセッサ７６０による処理は、送
信機システム７１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ７２０およびＴＸデータプロセッ
サ７１４によって実行される処理に対して相補的である。　
　[0040]プロセッサ７７０は、どのプリコーディング行列を使用すべきかを定期的に判定
する。プロセッサ７７０は、行列インデックス部分とランク値部分とを備える逆方向リン
クメッセージを作成する。　
　[0041]逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに
関する様々なタイプの情報を備えることができる。次いで、逆方向リンクメッセージは、
データソース７３６からいくつかのデータストリームのトラフィックデータをも受信する
ＴＸデータプロセッサ７３８によって処理され、変調器７８０によって変調され、送信機
７５４ａ－７５４ｒによって調整され、送信機システム７１０に戻される。
【００２３】
　[0042]送信機システム７１０において、受信機システム７５０からの変調信号は、アン
テナ７２４によって受信され、受信機７２２によって調整され、復調器７４０によって復
調され、ＲＸデータプロセッサ７４２によって処理されて、受信機システム７５０によっ
て送信された逆方向リンクメッセージを抽出する。次いで、プロセッサ７３０は、ビーム
フォーミング重みを判定するためにどのプリコーディング行列を使用すべきかを判定し、
次いで、抽出されたメッセージを処理する。
【００２４】
　[0043]プロセッサ７３０および７７０は、それぞれ送信機システム７１０および受信機
システム７５０における動作を指示（たとえば、制御、調整、管理など）することができ
る。それぞれのプロセッサ７３０および７７０は、プログラムコードおよびデータを記憶
するメモリ７３２および７７２に関連付けられることができる。たとえば、プロセッサ７
３０および７７０は、ＵＥから対象の基地局へのハンドオーバに基づいて、データセルに
おけるＵＥのパラメータを変更することに関して、ここに記載した機能を実行することが
できる。同様に、メモリ７３２および７７２は、上記のようなものに関する命令を記憶す
ることができる。



(14) JP 6009715 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

【００２５】
　[0044]ここで開示した実施形態に関して説明した様々な例示的なロジック、論理ブロッ
ク、モジュール、コンポーネント、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジ
スタロジック、個別ハードウェアコンポーネント、あるいはここで説明した機能を実行す
るように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実現または実行され得る。汎用プロセ
ッサはマイクロプロセッサでありうるが、代替で、プロセッサは任意の従来のプロセッサ
、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセッサ
は、また、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアに結合した１つ以上のマイクロプロセッサ、その他の上記構成の組み合わせと
いった計算デバイスの組み合わせとしても実現されうる。さらに、少なくとも１つのプロ
セッサは、上述されたステップおよび／または動作の１つまたは複数を実行するように動
作可能な１つまたは複数のモジュールを含みうる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記
憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに
結合され得る。代替において、記憶媒体はプロセッサに一体化されうる。さらに、いくつ
かの態様では、プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に存在しうる。さらに、ＡＳＩ
Ｃは、ユーザ端末内に存在しうる。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ
端末内に個別のコンポーネントとして存在しうる。
【００２６】
　[0045]１つまたは複数の態様では、説明した機能、方法またはアルゴリズムは、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実現され得る。
ソフトウェアで実現する場合、機能は、コンピュータプログラム製品に組み込まれ得るコ
ンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして、記憶または送信さ
れ得る。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる
。限定ではなく例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装
置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプ
ログラムコードを記憶または伝送するために使用することができ、かつコンピュータによ
ってアクセスされうるその他任意の媒体を含むことができる。また、実質的にいかなる接
続もコンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線
、およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリ
モートソースから送信される場合、この同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイスト
ペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義
に含まれる。ここで使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コン
パクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的
ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）デ
ィスクを含み、ここでディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディス
ク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせもまた
、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２７】
　[0046]本願で使用される場合、「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」な
どの用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ
、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアのような、コンピュータ関連エンティティ
を含むように意図されるがこれらに限定されるものではない。例えば、コンポーネントは
、プロセッサで実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、プログラムとして実行可
能なファイル（executable）、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピュータ
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でありうるが、これらに限定されるものではない。例として、コンピューティングデバイ
スで実行中のアプリケーションとコンピューティングデバイスの両方が、コンポーネント
でありうる。一つまたは複数のコンポーネントがプロセスおよび／または実行スレッド内
に常駐することができ、一つのコンポーネントを一つのコンピュータ上に配置し、および
／または二つ以上のコンピュータ間に分散することができる。加えて、これらのコンポー
ネントは、その上に記憶された様々なデータ構造を有する様々なコンピュータ可読媒体か
ら実行されることができる。これらコンポーネントは、信号によって、他のシステムを備
えたインターネットのようなネットワークを介して別のコンポーネントと対話する一つの
コンポーネントからのデータ、および／または、ローカルシステムや分散システム内の別
のコンポーネントと対話する１つのコンポーネントからのデータのような、一つまたは複
数のデータパケットを有する信号に従って、ローカル処理および／またはリモート処理に
よって通信することができる。
【００２８】
　[0047]さらに、「または（“or”）」という用語は、排他的な「または」ではなく、包
括的な「または」を意味するように意図される。すなわち、別段の規定がない限り、また
は文脈から明白でない限り、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は、自然な包括的置
換のいずれかを意味するものとする。つまり、「ＸはＡまたはＢを使用する」という句は
、ＸがＡを使用する場合、ＸがＢを使用する場合、またはＸがＡとＢの両方を使用する場
合のいずれによっても満たされる。 さらに、本願および添付の特許請求の範囲で使用さ
れる冠詞「a」および「an」は、別段の規定がない限り、または単数形を示すことが文脈
から明白でない限り、概して「一つまたは複数」を意味するものと解釈されるべきである
。
【００２９】
　[0048]上記の開示は、例示的な態様および／または実施形態について論じたが、添付の
特許請求の範囲によって定義された説明した態様および／または実施形態の範囲から逸脱
することなく、様々な変更および改変を本明細書で行うことができることに留意されたい
。さらに、説明した態様および／または実施形態の要素は、単数形で説明または請求され
ていることがあるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が企図さ
れる。さらに、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、別段の規定がな
い限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部とともに利用され得る
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための方法であって、
　接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間に、前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始す
るためのトリガを検出することと、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定することと
、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時
間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定することと、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長
いかまたは等しいと判定されたとき、前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュア
ルＢＰＬＭＮサーチを行うことと
　を備える方法。 
　［Ｃ２］
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出することは、前記ＵＥ
が接続モードＤＲＸであるかアイドルモードＤＲＸであるかを判定することを含む、Ｃ１
に記載の方法。
　［Ｃ３］
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　前記ＵＥが前記アイドルモードＤＲＸであるとき、前記ＵＥによりマニュアルＢＰＬＭ
Ｎサーチを行う、Ｃ２に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであるとき、前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ
用に設定されているかオートマチックＢＰＬＭＮ用に設定されているかを判定する、Ｃ２
に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであり、オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定さ
れているとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止
する、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも短
いとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止する、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長
いかまたは等しいかどうかを判定することは、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長いか
または等しいかどうかを判定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための装置であって、
　接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間に、前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始す
るためのトリガを検出するよう設定されたＢＰＬＭＮサーチトリガ検出器と、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定するよう設
定されたサーチモード判定器と、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時
間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定するよう設定されたＣＤＲＸモード期間およ
びサーチ期間比較器と、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長
いかまたは等しいと判定されたとき、前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュア
ルＢＰＬＭＮサーチを行うよう設定されたＢＰＬＭＮサーチャと
　を備える装置。 
　［Ｃ９］
　前記ＢＰＬＭＮサーチトリガ検出器が、ＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検
出したとき、前記ＵＥが接続モードＤＲＸであるかアイドルモードＤＲＸであるかを判定
するよう設定されたＤＲＸモード判定器をさらに備える、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１０］
　前記ＵＥが前記アイドルモードＤＲＸであるとき、前記ＢＰＬＭＮサーチャは、マニュ
アルＢＰＬＭＮサーチを行うよう設定されている、Ｃ９に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであるとき、前記サーチモード判定器は、前記ＵＥが
マニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかオートマチックＢＰＬＭＮ用に設定さ
れているかを判定するようさらに設定されている、Ｃ９に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであり、オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定さ
れているとき、前記ＢＰＬＭＮサーチャは、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記
ＢＰＬＭＮサーチを一時停止するよう設定されている、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも短
いとき、前記ＢＰＬＭＮサーチャは、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬ
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ＭＮサーチを一時停止するよう設定されている、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長
いかまたは等しいかどうかを判定するために、前記ＣＤＲＸモード期間およびサーチ期間
比較器は、ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長いかまたは等しいかどうかを判定するようさ
らに設定されている、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うための装置であって、
　接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間に、前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始す
るためのトリガを検出するための手段と、
　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定するための
手段と、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時
間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定するための手段と、
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長
いかまたは等しいと判定されたとき、前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュア
ルＢＰＬＭＮサーチを行うための手段と
　を備える装置 。
　［Ｃ１６］
　前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するためのトリガを検出するための手段は、前
記ＵＥが接続モードＤＲＸであるかアイドルモードＤＲＸであるかを判定するための手段
を含む、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記ＵＥが前記アイドルモードＤＲＸであるとき、前記ＵＥによりマニュアルＢＰＬＭ
Ｎサーチを行うための手段をさらに含む、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであるとき、前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ
用に設定されているかオートマチックＢＰＬＭＮ用に設定されているかを判定するための
手段をさらに含む、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであり、オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定さ
れているとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止
するための手段をさらに含む、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも短
いとき、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止するた
めの手段をさらに含む、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも長い
かまたは等しいかどうかを判定するための手段は、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長
いかまたは等しいかどうかを判定するための手段をさらに含む、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　より望ましいパブリックランドモバイルネットワーク（ＢＰＬＭＮ）サーチをユーザ装
置（ＵＥ）により行うためのコンピュータプログラム製品であって、
　少なくとも一つのコンピュータに
　　接続モード不連続受信（ＣＤＲＸ）の間に、前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始
するためのトリガを検出させるためのコードと、
　　前記ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかどうかを判定させるた
めのコードと、
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　　前記ＣＤＲＸの期間が、前記マニュアルＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の
時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定させるためのコードと、
　　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも
長いかまたは等しいと判定されたとき、前記ＣＤＲＸの間に、前記ＵＥにより前記マニュ
アルＢＰＬＭＮサーチを行わせるためのコードと　
　を備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。　［Ｃ２３］
　少なくとも一つのコンピュータに、前記ＵＥによりＢＰＬＭＮサーチを開始するための
トリガを検出させるためのコードは、少なくとも一つのコンピュータに、前記ＵＥが接続
モードＤＲＸであるかアイドルモードＤＲＸであるかを判定させるためのコードを含む、
Ｃ２２に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２４］
　前記ＵＥが前記アイドルモードＤＲＸであるとき、少なくとも一つのコンピュータに、
前記ＵＥによりマニュアルＢＰＬＭＮサーチを行わせるためのコードをさらに含む、Ｃ２
３に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２５］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであるとき、少なくとも一つのコンピュータに、前記
ＵＥがマニュアルＢＰＬＭＮサーチ用に設定されているかオートマチックＢＰＬＭＮ用に
設定されているかを判定させるためのコードをさらに含む、Ｃ２３に記載のコンピュータ
プログラム製品。
　［Ｃ２６］
　前記ＵＥが前記接続モードＤＲＸであり、オートマチックＢＰＬＭＮサーチ用に設定さ
れているとき、少なくとも一つのコンピュータに、次のアイドルモードＤＲＸサイクルま
で前記ＢＰＬＭＮサーチを一時停止させるためのコードをさらに含む、Ｃ２５に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２７］
　前記ＣＤＲＸの期間が、前記ＢＰＬＭＮサーチを行うのに必要な最小限の時間よりも短
いとき、少なくとも一つのコンピュータに、次のアイドルモードＤＲＸサイクルまで前記
ＢＰＬＭＮサーチを一時停止させるためのコードをさらに含む、Ｃ２２に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
　［Ｃ２８］
　少なくとも一つのコンピュータに、前記ＣＤＲＸの期間が前記ＢＰＬＭＮサーチを行う
のに必要な最小限の時間よりも長いかまたは等しいかどうかを判定させるためのコードは
、少なくとも一つのコンピュータに、前記ＣＤＲＸが６４０ミリ秒よりも長いかまたは等
しいかどうかを判定させるためのコードをさらに含む、Ｃ２２に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
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